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評価方法

・課題や提出物（課題ファイル・レポート・小論文）を提出させて総合的に評価する。
・ディベートやフィールドワークを通して、取り組み姿勢や内容を総合的に評価する。

第３学年　（文系選択Ⅱ）

評価の観点

　　　　２０２０年度　総合現代社会(シラバス）　　担当　町田　敏也　印

オリエンテーション・小論文と作文の違い・小論文の書き方・時事的問題の
考察の仕方・自己表現の技法・発表の仕方

　自らの生まれ育った地域に対
して関心を高めていくととも
に、意欲的に課題を追究し、社
会の一員として平和で民主的な
社会生活の実現と推進を図るた
め客観的に考察しようとしてい
る。

思考判断

学習
到達
目標

①民主主義の本質について理解を深めさせるとともに、様々な社会問題を理論的・体系的に理解する。
②身近な地域学習を通して、現代社会の課題について総合的・客観的な観点から理解する。
③学習の過程で生じた問題や課題を、「課題研究｣の形で自らその解決策を模索することで、国際社会に参
画する公民としての在り方生き方を身につける。

　沖縄の現状を見聞す
ることで、現代の諸課
題に関する諸課題の本
質や特質、さらには望
ましい解決の在り方に
ついて広い視野に立
ち，多面的・多角的に
考察するとともに、
様々な立場を踏まえて
公正な判断をしてい
る。

　沖縄の諸課題に関す
る諸資料を様々なメ
ディアにより収集し、
有用な情報を主体的に
選択・活用するととも
に、それを追究してい
く過程や結果について
様々な方法を駆使して
適切に表現していくこ
とができる。

資料活用の技能・表現 知識・理解
　琉球・沖縄の歴史及び諸課題に
ついて基本的な事柄、本質や特質
などを理論的・体系的に理解し、
基本的な概念や理論を知識として
身に付けている。

関心・意欲・態度

講義・班活動

講義・班活動 琉球・沖縄の歴史的考察・フィールドワークの実施・レポート作成

講義・班活動 時事的な社会問題に関する小論文作成

地域的課題とその解決策について考える

講義

講義・巡検

巡検・講義

平和について考える（慰霊の日に向けての取り組み・フィールドワークの実
施）

沖縄県の抱える問題（過去・現在の沖縄の諸課題、未来の沖縄の展望を考え
る）

自己の将来と現代社会の展望を考慮し、自己適性及び自己実現に向かう自分の将
来を模索　（自分の過去・現在・未来と向きあう・興味を知る　将来の方向性を
知る）、志望学科のテーマに即した意見を持つ）

 単元内容

講義・作業

作業学習

授業方法

小論文課題の練習・沖縄の米軍基地を通して民主主義の在り方や平和について考
える


